
建築構造設計・耐震診断、補強設計・設計監理
～～建物の安全を支えていく～建物の安全を支えていく～
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一
般
社
団
法
人 

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会

会 長　井戸川 隆一
支部長　成田 　諭

会 長　佐藤 幸吉代表取締役社長　菊地　隼 代表理事　鈴木 正彦
事務局 〒981-0952 仙台市青葉区中山9-18-1
　　　　　　　　　㈲佐藤建築構造設計事務所内
TEL.022（278）5536  FAX.022（278）5540
URL  http://www.tsa-net.com

一般社団法人

東北建築構造設計事務所協会

脱炭素化補助金のことなら？

東北再生可能エネルギー協会
一般社団法人 

本部／仙台市青葉区花京院1丁目4-25（シティタワー仙台703）
　　　TEL.022（794）7040  FAX.022（794）7041
福島支部／岩手支部／青森支部／山形支部／栃木支部／関東支部
https://thoku-r.jimdofree.com

一般社団法人

日本建築構造技術者協会
東北支部

〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡3-10-7 
（サンライン第66ビル2F ㈱蔵建築設計事務所内）

TEL: 022（291）2562  FAX: 022（291）9788 

支部長　髙橋 敏朗
〒980-0021 仙台市青葉区中央2丁目2-10（仙都会館ビル）

TEL.022（225）6517  FAX.022（225）8833

公益社団法人

日本建築積算協会
東北支部

仙台市宮城野区二十人町301-3
（宮城県建設業国民健康保険組合会館5階）
TEL.022（298）8037  FAX.022（298）8038

〒980-0014 仙台市青葉区本町1-2-2
TEL.022（265）5111  FAX.022（265）8082

一　　般
社団法人宮城県建築士会株式会社あいあーる パレスへいあん

代表取締役　佐藤 　渉

仙台市泉区上谷刈字赤坂9-2
TEL.022（372）5111㈹　FAX.022（372）3501

代表取締役社長　髙泉　 健

〒981-0915 仙台市青葉区通町2丁目13-3
TEL.022（234）5543  FAX.022（234）5919

代表取締役社長　成田 　諭
〒980-0802 仙台市青葉区二日町12番14号
TEL.022（264）9559  FAX.022（281）8758

代表取締役　伊藤 淳寛

株式会社 亜喜建設

髙橋清秋氏の旭日双光章受章を心よりお祝い申し上げます （五十音順）

代表取締役社長　舩山 克也

〒980-0011 仙台市青葉区上杉一丁目17番18号（銅谷ビル）
TEL.022（264）0411 

一級建築士　岩井 紘子
〒984-0063 仙台市若林区石名坂８番（ロックウェル石名坂3F）

TEL.022（227）8703  FAX.022（225）0181
URL：http://iwai-sekkei.com

代表取締役社長　家村 秀也

代表取締役社長　奥田 　亮

〒981-1225 宮城県名取市飯野坂字南沖67-1
TEL.022（384）5310  FAX.022（384）5682　

仙台市青葉区八幡6丁目9-1
TEL.022（275）2311　https://www.okuda.ne.jp

こころを、ひとつに。他にない、ひとつを。

本社／仙台市青葉区中江2丁目23番20号
TEL.022（223）8115  FAX.022（216）3550

〒983-0006 仙台市宮城野区白鳥2-30-46
TEL.022（387）1080㈹  FAX.022（786）0233

支店／仙台、盛岡、福島、福岡、熊本

代表取締役　大槻 秀樹

代表取締役　氏家 清一

〒982-0804 仙台市太白区鈎取2丁目29-27
TEL.022（244）3343  FAX.022（244）3344

代表取締役　阿部 盛樹

代表取締役社長　鈴木 　敦

宮城県岩沼市桜5-3-59
　  0120（915）700®

奥田建設株式会社

〒981-3133 仙台市泉区泉中央1-28-22プレジデントシティビルB1
TEL.022（771）7911  FAX.022（371）8522

非住宅営業部 統括課長　樋口 智士

建築プロデュースの技術者集団

代表取締役　秋山 哲也
〒981-1232 宮城県名取市大手町4丁目1-4
TEL.022（382）9172  FAX.022（383）5159

〒984-0002 仙台市若林区卸町東1-7-26
TEL.022（231）1861  FAX.022（231）1864

代表取締役　関口 幸平
〒981-3112 仙台市泉区八乙女4丁目18-6

TEL.022（375）6004㈹  FAX.022（374）0381

代表取締役　齋藤 良雄

〒986-0105 宮城県石巻市中野字新相野田入117
TEL.0225（62）3528㈹  FAX.0225（62）3568

代表取締役社長　櫻井 啓史郎
〒984-0015 仙台市若林区卸町１丁目6-6

TEL.022（231）8533  FAX.022（231）8534
http://www.sakurai-bousai.co.jp

代表　伊藤 倉義
所長　目黒 瑞穂

〒980-0021 仙台市青葉区中央2丁目2-10 仙都会館ビル5F
TEL.022（369）3621  FAX.022（369）3622

代表取締役社長　尾形 和昭
〒984-0002 仙台市若林区卸町東四丁目4-5
TEL.022（288）4116（ペイントスタンド仙台）

株式会社 技 工
設計・施工・監理

仙台市太白区鹿野二丁目15番12号
TEL.022（248）7781  FAX.022（248）7721

代表取締役　大平 宏行

代表取締役所長　徳田 伸治
代  表  取  締  役　早坂　 陽
仙台市青葉区上杉2丁目4番46号
（宮城県森林組合会館内）

TEL.022（262）3301㈹  FAX.022（222）3440

代表取締役　木村 創次
〒981-3124 仙台市泉区野村字菅間前34-8

TEL.022（373）9002㈹  FAX.022（373）8827

代表取締役　髙橋 和浩
〒981-3117 仙台市泉区市名坂字南前79
TEL.022（372）5456  FAX.022（375）1075

URL：https://www.samy.co.jp

代表取締役社長　川口 裕子
代表取締役会長　千葉 　徹

〒983-0852
仙台市宮城野区榴岡4丁目13-1 サン・アドバンスビル4階
TEL.022-256-2139  FAX.022-299-5855 

代表取締役会長　栗原 憲昭
代表取締役社長　栗原 將光

〒980-0011 仙台市青葉区上杉3丁目3-16
TEL.022（222）6887㈹  FAX.022（224）2397

創業79周年

東北支店 支店長　仲西 博明
代表取締役　髙橋 昌勝

本社／仙台市若林区荒井東二丁目13番地の1
TEL.022（352）3095㈹   FAX.022（288）8820

〒983-0034 仙台市宮城野区扇町5丁目9-31
TEL.022-284-6211  FAX.022-231-6477

代表取締役社長　嘉藤 英人

株式
会社 構建築設計事務所

明日を考え未来へ結ぶ
　　　自然にやさしいエンジニアリング

代表取締役　佐々木 昌喜

〒984-0051 仙台市若林区新寺1丁目6-8-309
TEL.022-349-9791  FAX.022-298-5751

有限
会社 岩井紘子建築設計事務所

―安全で安心な住まいを―
人にやさしい住まいの設計

【
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【
賛
助
会
】

事
協
で
は
２
０
０
３
年
か
ら

理
事
を
務
め
、
18
年
か
ら
は

会
長
に
就
い
て
い
る
髙
橋
氏
。
建
築

士
と
し
て
技
術
の
研
さ
ん
を
重
ね
、

告
示
に
基
づ
い
た
設
計
、
構
造
図
が

そ
の
ま
ま
施
工
図
に
な
る
画
期
的
な

設
計
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
若
手
の

育
成
に
も
尽
力
し
、
数
々
の
功
績
に

よ
っ
て
宮
城
県
か
ら
推
薦
さ
れ
、
旭

日
双
光
章
を
受
章
し
た
。
こ
の
受
章

に
つ
い
て
髙
橋
氏
は「
個
人
と
い
う

よ
り
、
協
会
の
受
章
を
会
長
の
私
が

代
表
し
て
受
け
た
よ
う
な
も
の
」と

話
し
、
多
く
の
正
会
員
・
賛
助
会
員

に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
謝
意
を

示
し
た
。

　
建
築
士
と
し
て
多
く
の
設
計
・
監

理
に
関
わ
っ
て
き
た
出
来
事
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
髙
橋
氏
は
こ
れ
ま
で
の

足
跡
を
振
り
返
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い

出
来
事
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
対

応
を
挙
げ
た
。

　
髙
橋
氏
は
当
時
、
宮
事
協
で
は
災

害
対
応
を
担
当
す
る
副
会
長
だ
っ

た
。
大
地
震
の
発
生
後
に
協
会
事
務

所
に
駆
け
付
け
る
と
、
室
内
は
書
棚

が
倒
れ
、
書
類
が
散
乱
し
て
い
た
。

停
電
し
た
ま
ち
の
中
で
は
信
号
が
消

え
、
道
路
は
車
で
渋
滞
。
陽
が
落
ち

始
め
た
こ
ろ
に
降
っ
て
き
た
雪
が
記

憶
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
宮
事
協
で
は
災
害
が
発
生
し
た

際
、
行
政
機
関
と
の
協
定
に
よ
っ
て

被
災
し
た
建
築
物
の
応
急
危
険
度
判

定
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
発

災
の
翌
日
に
協
会
役
員
が
事
務
所
に

2025年春の叙勲　旭日双光章受章記念特集　宮城県建築士事務所協会会長  髙橋清秋氏

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
会
長  

髙
橋 

清
秋 

氏

２
０
２
５
年  

春
の
叙
勲 

旭
日
双
光
章
受
章
記
念
特
集

被
災
者
に
寄
り
添
う
使
命
感

希
望
持
て
る

建
築
士
の
地
位
向
上

　

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会（
宮
事
協
）の
会
長
を
務
め
て
い

る
髙
橋
清
秋
氏（
髙
橋
建
築
設
計
事
務
所
代
表
取
締
役
）が
、
２
０

２
５
年
春
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
た
。
長
年
、
建
築
設

計
の
分
野
で
活
躍
し
、
建
築
設
計
監
理
業
の
振
興
に
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
と
な
っ
た
。
特
に
災
害
の
現
場
で
は
、

被
災
し
た
住
宅
の
応
急
危
険
度
判
定
に
携
わ
り
、
被
災
者
の
住
宅

再
建
に
寄
り
添
っ
て
き
た
。
建
築
士
と
し
て
の
社
会
的
使
命
、
そ

し
て
建
築
士
の
魅
力
に
つ
い
て
、
髙
橋
氏
に
聞
い
た
。

集
ま
り
、
対
応
を
協
議
し
た
。
指
示

を
仰
ぐ
た
め
に
宮
城
県
庁
に
駆
け
付

け
る
と
、
県
庁
内
は
避
難
者
で
あ
ふ

れ
返
っ
て
い
た
。
停
電
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
止
ま
り
、
避
難
者
を
か
き
分

け
な
が
ら
階
段
を
上
っ
て
土
木
部
の

担
当
課
を
目
指
し
た
と
い
う
。

　
市
町
村
か
ら
は
、
応
急
危
険
度
判

定
の
要
望
が
ど
ん
ど
ん
寄
せ
ら
れ

た
。
会
員
企
業
の
判
定
士
を
集
め
、

そ
れ
か
ら
は
協
会
事
務
所
に
詰
め
て

対
応
に
当
た
っ
た
。
日
本
建
築
家
協

会
東
北
支
部
、
宮
城
県
建
築
士
会
と

も
連
携
し
、
ま
ず
は
仙
台
市
内
の
被

災
家
屋
か
ら
判
定
を
始
め
た
。
宮
城

県
内
に
全
世
界
か
ら
支
援
の
手
が
差

し
の
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
兵

庫
県
か
ら
災
害
支
援
が
入
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
髙
橋
氏
。
兵
庫
ナ

ン
バ
ー
を
付
け
た
緊
急
車
両
の
隊
列

が
、
海
岸
方
面
に
向
か
っ
て
い
く
光

景
が
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
と
当
時

を
振
り
返
る
。

　
被
災
家
屋
の
応
急
危
険
度
判
定
に

は
、
強
い
思
い
入
れ
が
あ
る
。「
被

災
者
が
普
通
の
生
活
に
戻
る
た
め

に
、
最
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
は

住
宅
の
再
建
。
衣
食
住
の
う
ち
の

〝
衣
〞
と
〝
食
〞
が
足
り
た
と
し
て

も
、
住
む
と
こ
ろ
が
し
っ
か
り
し
な

い
と
普
通
の
生
活
に
戻
れ
な
い
」と

信
念
を
持
っ
て
い
る
。

　
大
地
震
を
繰
り
返
し
て
い
る
宮
城

県
。
03
年
に
起
き
た
宮
城
県
北
部
連

続
地
震
で
は
、鳴
瀬
町
や
矢
本
町（
現

東
松
島
市
）を
中
心
に
家
屋
が
倒
壊

す
る
な
ど
の
被
害
が
拡
大
し
た
。
当

時
、
宮
事
協
の
理
事
の
中
で
最
年
少

だ
っ
た
髙
橋
氏
に
、
応
急
危
険
度
判

定
の
陣
頭
指
揮
を
執
る
役
目
が
回
っ

て
き
た
。
会
員
と
と
も
に
被
災
地
に

入
り
、
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
家
屋
を

次
々
と
見
て
回
っ
た
。

　
そ
の
経
験
を
買
わ
れ
、
翌
年
に
新

潟
県
中
越
地
震
が
起
き
た
際
に
は
、

宮
城
県
か
ら
の
応
援
要
請
を
受
け
て

現
地
に
入
っ
た
。「
当
時
、
北
陸
地

方
整
備
局
の
救
援
活
動
に
加
わ
り
、

長
岡
市
内
で
３
日
間
、
判
定
作
業
に

当
た
っ
た
」と
記
憶
を
語
っ
た
。

　
避
難
所
に
身
を
寄
せ
て
い
る
被
災

者
は
、
自
宅
に
戻
れ
る
の
か
ど
う
か
、

悶
々
と
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

応
急
判
定
か
ら
１
カ
月
後
に
再
び
長

岡
市
を
訪
れ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
悩

み
を
抱
え
る
被
災
者
が
多
い
こ
と
に

気
づ
い
た
。
髙
橋
氏
は
ほ
か
の
支
援

団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
簡
易
的
な

耐
震
診
断
や
構
造
計
算
を
行
っ
た
。

住
民
が
自
宅
に
戻
れ
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
た
め
に
、
そ
の
基
準
を
示

し
た
。

　
そ
の
時
の
基
準
は
、
宮
城
県
で
も

の
ち
の
ち
役
に
立
っ
た
。
当
時
は
宮

城
県
沖
地
震
が
高
い
確
率
で
発
生
す

る
と
言
わ
れ
て
い
た
た
め
、
宮
城
県

に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
基
準
作
り
に

向
け
て
活
動
が
始
ま
っ
た
。
家
屋
の

被
災
度
に
合
わ
せ
た
改
修
方
針
な
ど

を
定
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
取
り
ま
と

め
た
。
そ
の
基
準
は
、
の
ち
の
東
日

本
大
震
災
、
19
年
の
東
日
本
台
風
で

生
か
さ
れ
た
。
東
日
本
台
風
で
甚
大

な
土
砂
災
害
を
受
け
た
宮
城
県
丸
森

町
で
は
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
相
談

や
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
に
協
力
し

た
。

　
髙
橋
氏
は
20
年
か
ら
４
年
間
、
宮

城
県
災
害
復
興
支
援
士
業
連
絡
会
の

会
長
を
務
め
た
。
多
様
な
業
界
団
体

が
緊
急
時
に
連
携
で
き
る
よ
う
、
同

様
の
組
織
を
全
国
に
も
作
ろ
う
と
活

動
し
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
に
も
、
こ
れ
ま
で
４
度
足
を
運

び
支
援
を
続
け
て
い
る
。「
わ
れ
わ

れ
の
よ
う
に
住
宅
や
建
築
に
関
わ
る

者
は
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
の
支
援

に
関
わ
る
責
務
が
あ
る
」と
強
い
使

命
感
を
口
に
す
る
。

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
以
前

か
ら
、
建
築
設
計
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
公
共
事
業
の
入
札
・
契
約
で
は

い
ま
だ
に
予
定
価
格
の
設
定
が
低

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
業
界
全
体
が
危

機
に
陥
り
か
ね
な
い
。
若
い
建
築
士

が
希
望
を
持
っ
て
設
計
に
打
ち
込
ん

で
い
く
た
め
に
も
、
利
益
が
得
ら
れ

る
た
め
の
体
質
改
善
は
喫
緊
の
課
題

だ
。「
建
設
関
連
業
務
の
入
札
・
契

約
で
は
、
全
国
の
市
町
村
を
中
心
に

約
40
㌫
の
発
注
機
関
が
最
低
制
限
価

格
の
制
度
を
導
入
し
て
い
な
い
」と

髙
橋
氏
は
現
状
を
嘆
く
。

　
15
年
ほ
ど
前
は
、
宮
城
県
内
で
最

低
制
限
価
格
制
度
を
導
入
し
て
い
る

発
注
者
は
約
30
㌫
だ
っ
た
。
関
連
団

体
と
連
携
し
て
根
気
強
く
要
望
活
動

を
続
け
た
結
果
、
今
は
よ
う
や
く
60

㌫
程
度
の
発
注
者
が
最
低
制
限
価
格

制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
活
動
の
成

果
が
実
り
、
今
年
の
通
常
国
会
で
は

建
設
関
連
業
務
の
低
価
格
問
題
が
、

国
会
の
答
弁
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い

震
災
対
応

被
災
地
で

危
険
度
判
定
に
尽
力

政
府
か
ら
は
市
町
村
に
対
し
て
指
導

す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
髙
橋
氏
は

今
後
の
改
善
に
期
待
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
髙
橋
氏
が
建
築
士
を
志

し
た
き
っ
か
け
は
、
高
校
生
だ
っ
た

55
年
前
に
大
阪
万
博
を
訪
れ
た
こ
と

だ
っ
た
。「
病
気
を
し
て
修
学
旅
行

に
行
け
な
か
っ
た
代
わ
り
に
、
親
が

大
阪
万
博
に
行
か
せ
て
く
れ
た
。
そ

こ
で
見
た
夢
の
よ
う
な
建
築
物
に
感

銘
を
受
け
た
」と
回
想
す
る
。
会
場

に
は
日
本
的
な
和
風
の
パ
ビ
リ
オ
ン

を
は
じ
め
、
そ
の
国
を
象
徴
す
る
独

特
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
あ
っ
た
。「
ス

イ
ス
館
は
木
の
枝
に
無
数
の
照
明
が

付
い
た
光
の
塔
だ
っ
た
」と
思
い
起

こ
す
。
そ
の
よ
う
な
建
物
を
ど
う

や
っ
て
作
る
の
か
、
ふ
と
思
い
浮
か

ん
だ
疑
問
が
、
建
築
士
を
目
指
す
道

の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　
同
じ
よ
う
な
感
動
を
、
若
い
世
代

に
も
伝
え
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
最

近
は
建
築
設
計
の
業
界
で
若
い
女
性

建
築
士
の
活
躍
が
目
立
ち
、
次
世
代

の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。
建
築
を
学
ぶ
大
学
生
・
高
校
生

ら
を
対
象
に
宮
事
協
が
開
催
し
て
い

る
み
や
ぎ
建
築
未
来
賞
で
も
、
女
子

学
生
・
女
子
高
校
生
の
活
発
な
提
案

が
多
い
。
将
来
を
任
せ
ら
れ
る
若
手

の
台
頭
に
、
髙
橋
氏
は
目
を
細
め
る
。

　
建
築
士
の
魅
力
に
つ
い
て
髙
橋
氏

は「
も
の
を
作
る
時
に
ゼ
ロ
か
ら
積

み
上
げ
て
い
く
仕
事
。
最
初
の
と
こ

ろ
を
担
え
る
仕
事
だ
」と
語
る
。
真
っ

2011年3月15日 仙台市応急危険度判定始まる

2018年 髙橋会長が携わった仙台市岡田避難ビル

2004年10月 新潟県中越地震　支援メンバー

白
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
絵
を
描
き
、
形

を
作
っ
て
い
く
の
が
建
築
士
の
醍
醐

味
だ
と
力
説
す
る
。

　
た
だ
し
、
建
築
士
は
そ
う
簡
単
に

な
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
事

実
。
難
関
の
１
級
建
築
士
の
資
格
取

得
は
、
試
験
に
合
格
し
た
後
に
４
年

間
の
実
務
経
験
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
資
格
取
得
が
難
し
い
割

り
に
、
医
師
や
弁
護
士
の
収
入
の
半

分
程
度
と
い
う
厳
し
い
現
実
も
あ

る
。
難
し
い
試
験
を
パ
ス
し
た
と
し

て
も
、
実
際
に
合
格
者
が
建
築
士
と

し
て
登
録
す
る
か
ど
う
か
は
別
問
題

な
の
だ
。

　
そ
れ
で
も
髙
橋
氏
は
、
建
築
士
が

資
格
に
見
合
っ
た
収
入
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
地
位
の
向
上
に
力
を
注
い
で

い
る
。
自
ら
歩
ん
で
き
た
道
の
り
も

決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
が
、
夢

を
形
に
で
き
る
建
築
士
の
魅
力
を
若

者
に
こ
う
語
り
か
け
る
。「
資
格
を

取
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
頑
張
っ
て
資
格
を
取
っ
た
先
に

は
、
夢
の
あ
る
楽
し
い
世
界
が
広

が
っ
て
い
る
」と
。
次
世
代
を
担
う

若
者
た
ち
に
希
望
を
託
す
た
め
に

も
、
髙
橋
氏
は
業
界
の
発
展
に
向
け

て
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
。

宮

株式会社 斉良工業



こ
の
た
び
一
般
社
団
法
人
宮
城
県

建
築
士
事
務
所
協
会
会
長
の
髙
橋
清

秋
様
が
令
和
7
年
春
の
叙
勲
の
栄
に

浴
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ポラテック東北株式会社

髙橋清秋氏の旭日双光章受章を心よりお祝い申し上げます （五十音順）

代表取締役　菅原 政樹

本　社／仙台市泉区紫山4-3-4 TEL.022（777）7668
富谷営業所／富谷市鷹乃杜4-15-5 TEL.022（358）4486
大和営業所／黒川郡大和町落合三ケ内字名子沢87

代表取締役　髙橋 雷人
〒981-8007 仙台市泉区虹の丘1-4-5

TEL.022（372）7776  FAX.022（373）6991

代表取締役　佐藤 　洋

〒984-0823 仙台市若林区遠見塚2丁目1番2号
TEL.022（286）1239  FAX.022（286）1253

株式会社 昴設計
すばる

仙台市青葉区二日町10-20
TEL.022（223）4280  FAX.022（223）4297

取締役会長　高橋 孝喜
代表取締役　高橋 秀明

仙台市若林区新寺一丁目６-８-215
TEL.022（291）6141  FAX.022（299）3049

代表取締役　浅野 昌則
〒980-0014 仙台市青葉区本町2-1-8 第一広瀬ビル
Tel .022-398-9161   Fax.022-398-9162

代表取締役社長　木皿　 泉
取 締 役 会 長　渡邉 　宏

関・空間設計
株式会社

https://www.sopnet.co.jp/

その場に“かけがえのない建築”を

代表取締役社長　木村 英明
〒984-0030 仙台市若林区荒井東1-1-1

TEL.022（288）0222  FAX.022（288）0537
https://www.ac.daikin.co.jp/group/dkhvac-tohoku

代表取締役社長　木村 　厚

〒984-0002 仙台市若林区卸町東一丁目4-23
TEL.022（290）5491　FAX.022（239）1165

代表取締役　吉野 太一

代表取締役　木村 文泰

代表取締役　西巻　 徹

仙台市青葉区木町通1-8-24-1202
TEL.022（357）0641

代表取締役　加藤 良一
〒981-0911 仙台市青葉区台原1丁目3-20

TEL.022（234）4481㈹  FAX.022（234）5171
https://www.tkrkogyo.co.jp

タカラ工業株式会社
タカラ工業株式会社一級建築士事務所

一 級 建 築 士 事 務 所

建 築 設 計
支店長  上北 裕司　 所長  武藤 秀人

仙台市青葉区一番町4-6-1（仙台第一生命タワービル）
TEL.022（217）7266  FAX.022（217）7261

本社／〒980-0804 仙台市青葉区大町2-15-28
TEL.022-263-5252㈹ 

東日本支店 東北営業所

有限会社 チグリス技研
代表取締役社長　本多 和義

〒983-0034 仙台市青葉区宮城野区扇町7-7-14
TEL.022（259）3232　FAX.022（259）3349

〒982-0037 仙台市太白区富沢西4-19-19
TEL.022（307）4384　FAX.022（307）4306

代表取締役　芦野 正吉

代表取締役　東山 　圭

東北支店／仙台市宮城野区新田東1-16-3
　　　　　TEL.022（783）8725

東北支店長　黒川 啓則

同事建設株式会社
地域と融和し豊かな未来を

代表取締役　井戸川 隆一

仙台市若林区新寺1丁目6-8-201
TEL.022（299）3611  FAX.022（299）3613

https://r.goope.jp/san5/

代表取締役社長　樋野 公宏

〒989-3123 仙台市青葉区錦ケ丘一丁目3番地1
TEL.022（392）6311  FAX.022（392）6545

株式会社東北三興設計事務所

私たちは持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。

https：//t-fujiyoshi.com/

TOHOKU FUJIYOSHI

取締役社長　赤川 博之
〒980-0803 仙台市青葉区国分町2丁目8-14（第3太陽ビル8F）

TEL.022（225）0091  FAX.022（225）0190
URL:https://toshi-arc-design.jp/

〒980-0014 仙台市青葉区本町2丁目3番10号（仙台本町ビル）
TEL.022（262）6531  FAX.022（263）9736

代表取締役社長　氏家 浩一

建築企画・設計監理・都市計画・
地域ブランディング

株式会社 都 市 設 計代表取締役　大場 秀兵
本社・工場／
〒989-3124 仙台市青葉区上愛子字松原47-12
TEL.022（392）8080㈹  FAX.022（392）8088
営業所／福島・盛岡・八戸・秋田

ニーズに生きる技術で活躍

錦ケ丘 好評分譲中オフィスに関するお悩みを解決いたします。
オフィス家具／OA機器／ネットワーク機器／
各種ソフトウェア

ニシマキ・オフィスシステム㍿

TEL０２２-７７２-６１３６
仙台市泉区市名坂字御釜田１４５の３仙台市太白区山田字大石４２番４

TEL.022（245）2333　FAX.022（245）2341

仙台市青葉区本町1丁目11-2（ＳＫ仙台ビル10階）
TEL.022（222）4134  FAX.022（222）4254

本　店／仙台市宮城野区中野3丁目5-22
　　　　TEL.022（258）6768  FAX.022（258）8595
営業所／宮城県多賀城市山王字西町浦4-2
　　　　TEL.０２２（367）5181
http://www.horikoshi.info

〒982-0805 仙台市太白区鈎取本町1丁目6-1
TEL.022（244）7738　FAX.022（244）6736

代表取締役　細田 知宏執行役員 東北支社長　橋本 　伸

〒980-0804 仙台市青葉区大町2丁目12-13（東山設計ビル）
TEL.022（738）9591  FAX.022（738）9592

代表取締役社長　茂泉 勝弘
仙台市宮城野区扇町2-1-10  TEL.022（236）6031

https://furukawa-denki.com

〒980-0013 仙台市青葉区花京院1丁目1-20（花京院スクエア）
TEL.022（216）4511  FAX.022（262）4239

株式会社東山設計

代表取締役　大沼　 昭
本社：仙台市太白区長町南一丁目8-18

TEL.022（308）3788㈹   FAX.022（308）8565
URL  https://www.build-s.co.jp

代表取締役　千葉 雄之
本社／仙台市若林区卸町東四丁目3番15号
　　　TEL.022（288）7461  FAX.022（288）7054
工場／宮城県石巻市桃生町中津山字中津山191
　　　TEL.0225（76）4006  FAX.0225（76）0280
URL  http://h-gp.co.jp/alumi

代表取締役社長　髙橋 暢介
〒986-0842 宮城県石巻市潮見町2-3

TEL.0225（93）1111㈹

一級建築士　村上 利喜雄

〒988-0801 宮城県気仙沼市上東側根285
TEL.0226（29）5347  FAX.0226（29）5870

代表取締役　中内 晃次郎
〒984-0051 仙台市若林区新寺1丁目4-5（ノースピアビル7F）

TEL.022（256）6090

この街をあなたとともに

代表取締役社長　深松　努

総合建設業

本　　社／〒981-0966 仙台市青葉区荒巻本沢二丁目１８番１号  
　　　　　TEL.022（271）9211㈹
県北営業所／〒９８９-６２２３ 宮城県大崎市古川字竹ノ内１６０
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未来につながるものづくり

事
協
で
は
２
０
０
３
年
か
ら

理
事
を
務
め
、
18
年
か
ら
は

会
長
に
就
い
て
い
る
髙
橋
氏
。
建
築

士
と
し
て
技
術
の
研
さ
ん
を
重
ね
、

告
示
に
基
づ
い
た
設
計
、
構
造
図
が

そ
の
ま
ま
施
工
図
に
な
る
画
期
的
な

設
計
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
若
手
の

育
成
に
も
尽
力
し
、
数
々
の
功
績
に

よ
っ
て
宮
城
県
か
ら
推
薦
さ
れ
、
旭

日
双
光
章
を
受
章
し
た
。
こ
の
受
章

に
つ
い
て
髙
橋
氏
は「
個
人
と
い
う

よ
り
、
協
会
の
受
章
を
会
長
の
私
が

代
表
し
て
受
け
た
よ
う
な
も
の
」と

話
し
、
多
く
の
正
会
員
・
賛
助
会
員

に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
謝
意
を

示
し
た
。

　
建
築
士
と
し
て
多
く
の
設
計
・
監

理
に
関
わ
っ
て
き
た
出
来
事
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
髙
橋
氏
は
こ
れ
ま
で
の

足
跡
を
振
り
返
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い

出
来
事
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
対

応
を
挙
げ
た
。

　
髙
橋
氏
は
当
時
、
宮
事
協
で
は
災

害
対
応
を
担
当
す
る
副
会
長
だ
っ

た
。
大
地
震
の
発
生
後
に
協
会
事
務

所
に
駆
け
付
け
る
と
、
室
内
は
書
棚

が
倒
れ
、
書
類
が
散
乱
し
て
い
た
。

停
電
し
た
ま
ち
の
中
で
は
信
号
が
消

え
、
道
路
は
車
で
渋
滞
。
陽
が
落
ち

始
め
た
こ
ろ
に
降
っ
て
き
た
雪
が
記

憶
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
宮
事
協
で
は
災
害
が
発
生
し
た

際
、
行
政
機
関
と
の
協
定
に
よ
っ
て

被
災
し
た
建
築
物
の
応
急
危
険
度
判

定
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
発

災
の
翌
日
に
協
会
役
員
が
事
務
所
に
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日
本
建
築
士
事
務
所
協
会
連
合
会

祝
辞

こ
れ
も
髙
橋
会
長
が
長
年
、
全
身

全
霊
を
か
け
て
業
界
発
展
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
て
き
た
賜
物
で
あ
る
こ
と

は
、
会
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
業

界
の
皆
さ
ま
が
一
番
ご
存
じ
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

髙
橋
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

昨
年
度
か
ら
連
合
会
の
理
事
に
就
任

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、「
業
務
報
酬

及
び
官
庁
発
注
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」の
主
査
と
し
て
、
業
務
報
酬

基
準
と
官
庁
発
注
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に

地
方
公
共
団
体
が
発
注
す
る
設
計
及

び
工
事
監
理
業
務
の
低
入
札
の
防
止

に
関
し
て
は
、
宮
城
県
で
長
年
調
査

研
究
さ
れ
た
結
果
を
連
合
会
で
も
積

極
的
に
発
言
さ
れ
、
連
合
会
に
お
い

て
も
第
一
人
者
の
地
位
を
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
が
連
合
会
会
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
時
に
、「
地
方
を
元
気
に

し
な
け
れ
ば
連
合
会
の
明
日
は
な

い
」と
発
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
働
き
方
改
革
や
公
共
工
事
品
確

法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
現
在
、
地
方

を
元
気
に
す
る
に
は
、
や
は
り
地
方

の
建
築
士
事
務
所
が
正
当
な
価
格
で

地
方
公
共
団
体
の
設
計
及
び
工
事
監

理
業
務
を
受
注
し
、
同
じ
く
地
方
の

施
工
業
者
が
正
当
な
価
格
で
工
事
を

受
注
す
る
こ
と
、
言
う
な
れ
ば
地
産

地
消
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

肝
要
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に

髙
橋
会
長
が
長
年
言
い
続
け
、
行
動

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
昨
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
の

で
、
髙
橋
会
長
に
は
ま
だ
ま
だ
ご
活

躍
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
の
事
務
所

協
会
の
仲
間
た
ち
に
希
望
を
与
え
て

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。結

び
に
、
ご
健
勝
と
業
界
発
展
の

た
め
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念

申
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

集
ま
り
、
対
応
を
協
議
し
た
。
指
示

を
仰
ぐ
た
め
に
宮
城
県
庁
に
駆
け
付

け
る
と
、
県
庁
内
は
避
難
者
で
あ
ふ

れ
返
っ
て
い
た
。
停
電
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
止
ま
り
、
避
難
者
を
か
き
分

け
な
が
ら
階
段
を
上
っ
て
土
木
部
の

担
当
課
を
目
指
し
た
と
い
う
。

　
市
町
村
か
ら
は
、
応
急
危
険
度
判

定
の
要
望
が
ど
ん
ど
ん
寄
せ
ら
れ

た
。
会
員
企
業
の
判
定
士
を
集
め
、

そ
れ
か
ら
は
協
会
事
務
所
に
詰
め
て

対
応
に
当
た
っ
た
。
日
本
建
築
家
協

会
東
北
支
部
、
宮
城
県
建
築
士
会
と

も
連
携
し
、
ま
ず
は
仙
台
市
内
の
被

災
家
屋
か
ら
判
定
を
始
め
た
。
宮
城

県
内
に
全
世
界
か
ら
支
援
の
手
が
差

し
の
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
兵

庫
県
か
ら
災
害
支
援
が
入
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
髙
橋
氏
。
兵
庫
ナ

ン
バ
ー
を
付
け
た
緊
急
車
両
の
隊
列

が
、
海
岸
方
面
に
向
か
っ
て
い
く
光

景
が
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
と
当
時

を
振
り
返
る
。

　
被
災
家
屋
の
応
急
危
険
度
判
定
に

は
、
強
い
思
い
入
れ
が
あ
る
。「
被

災
者
が
普
通
の
生
活
に
戻
る
た
め

に
、
最
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
は

住
宅
の
再
建
。
衣
食
住
の
う
ち
の

〝
衣
〞
と
〝
食
〞
が
足
り
た
と
し
て

も
、
住
む
と
こ
ろ
が
し
っ
か
り
し
な

い
と
普
通
の
生
活
に
戻
れ
な
い
」と

信
念
を
持
っ
て
い
る
。

　
大
地
震
を
繰
り
返
し
て
い
る
宮
城

県
。
03
年
に
起
き
た
宮
城
県
北
部
連

続
地
震
で
は
、鳴
瀬
町
や
矢
本
町（
現

東
松
島
市
）を
中
心
に
家
屋
が
倒
壊

す
る
な
ど
の
被
害
が
拡
大
し
た
。
当

時
、
宮
事
協
の
理
事
の
中
で
最
年
少

だ
っ
た
髙
橋
氏
に
、
応
急
危
険
度
判

定
の
陣
頭
指
揮
を
執
る
役
目
が
回
っ

て
き
た
。
会
員
と
と
も
に
被
災
地
に

入
り
、
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
家
屋
を

次
々
と
見
て
回
っ
た
。

　
そ
の
経
験
を
買
わ
れ
、
翌
年
に
新

潟
県
中
越
地
震
が
起
き
た
際
に
は
、

宮
城
県
か
ら
の
応
援
要
請
を
受
け
て

現
地
に
入
っ
た
。「
当
時
、
北
陸
地

方
整
備
局
の
救
援
活
動
に
加
わ
り
、

長
岡
市
内
で
３
日
間
、
判
定
作
業
に

当
た
っ
た
」と
記
憶
を
語
っ
た
。

　
避
難
所
に
身
を
寄
せ
て
い
る
被
災

者
は
、
自
宅
に
戻
れ
る
の
か
ど
う
か
、

悶
々
と
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

応
急
判
定
か
ら
１
カ
月
後
に
再
び
長

岡
市
を
訪
れ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
悩

み
を
抱
え
る
被
災
者
が
多
い
こ
と
に

気
づ
い
た
。
髙
橋
氏
は
ほ
か
の
支
援

団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
簡
易
的
な

耐
震
診
断
や
構
造
計
算
を
行
っ
た
。

住
民
が
自
宅
に
戻
れ
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
た
め
に
、
そ
の
基
準
を
示

し
た
。

　
そ
の
時
の
基
準
は
、
宮
城
県
で
も

の
ち
の
ち
役
に
立
っ
た
。
当
時
は
宮

城
県
沖
地
震
が
高
い
確
率
で
発
生
す

る
と
言
わ
れ
て
い
た
た
め
、
宮
城
県

に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
基
準
作
り
に

向
け
て
活
動
が
始
ま
っ
た
。
家
屋
の

被
災
度
に
合
わ
せ
た
改
修
方
針
な
ど

を
定
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
取
り
ま
と

め
た
。
そ
の
基
準
は
、
の
ち
の
東
日

本
大
震
災
、
19
年
の
東
日
本
台
風
で

生
か
さ
れ
た
。
東
日
本
台
風
で
甚
大

な
土
砂
災
害
を
受
け
た
宮
城
県
丸
森

町
で
は
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
相
談

や
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
に
協
力
し

た
。

　
髙
橋
氏
は
20
年
か
ら
４
年
間
、
宮

城
県
災
害
復
興
支
援
士
業
連
絡
会
の

会
長
を
務
め
た
。
多
様
な
業
界
団
体

が
緊
急
時
に
連
携
で
き
る
よ
う
、
同

様
の
組
織
を
全
国
に
も
作
ろ
う
と
活

動
し
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
に
も
、
こ
れ
ま
で
４
度
足
を
運

び
支
援
を
続
け
て
い
る
。「
わ
れ
わ

れ
の
よ
う
に
住
宅
や
建
築
に
関
わ
る

者
は
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
の
支
援

に
関
わ
る
責
務
が
あ
る
」と
強
い
使

命
感
を
口
に
す
る
。

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
以
前

か
ら
、
建
築
設
計
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
公
共
事
業
の
入
札
・
契
約
で
は

い
ま
だ
に
予
定
価
格
の
設
定
が
低

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
業
界
全
体
が
危

機
に
陥
り
か
ね
な
い
。
若
い
建
築
士

が
希
望
を
持
っ
て
設
計
に
打
ち
込
ん

で
い
く
た
め
に
も
、
利
益
が
得
ら
れ

る
た
め
の
体
質
改
善
は
喫
緊
の
課
題

だ
。「
建
設
関
連
業
務
の
入
札
・
契

約
で
は
、
全
国
の
市
町
村
を
中
心
に

約
40
㌫
の
発
注
機
関
が
最
低
制
限
価

格
の
制
度
を
導
入
し
て
い
な
い
」と

髙
橋
氏
は
現
状
を
嘆
く
。

　
15
年
ほ
ど
前
は
、
宮
城
県
内
で
最

低
制
限
価
格
制
度
を
導
入
し
て
い
る

発
注
者
は
約
30
㌫
だ
っ
た
。
関
連
団

体
と
連
携
し
て
根
気
強
く
要
望
活
動

を
続
け
た
結
果
、
今
は
よ
う
や
く
60

㌫
程
度
の
発
注
者
が
最
低
制
限
価
格

制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
活
動
の
成

果
が
実
り
、
今
年
の
通
常
国
会
で
は

建
設
関
連
業
務
の
低
価
格
問
題
が
、

国
会
の
答
弁
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

業
界
の

低
入
札
を
問
題
視

一
か
ら
手
掛
け
る

建
築
士
の
魅
力

政
府
か
ら
は
市
町
村
に
対
し
て
指
導

す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
髙
橋
氏
は

今
後
の
改
善
に
期
待
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
髙
橋
氏
が
建
築
士
を
志

し
た
き
っ
か
け
は
、
高
校
生
だ
っ
た

55
年
前
に
大
阪
万
博
を
訪
れ
た
こ
と

だ
っ
た
。「
病
気
を
し
て
修
学
旅
行

に
行
け
な
か
っ
た
代
わ
り
に
、
親
が

大
阪
万
博
に
行
か
せ
て
く
れ
た
。
そ

こ
で
見
た
夢
の
よ
う
な
建
築
物
に
感

銘
を
受
け
た
」と
回
想
す
る
。
会
場

に
は
日
本
的
な
和
風
の
パ
ビ
リ
オ
ン

を
は
じ
め
、
そ
の
国
を
象
徴
す
る
独

特
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
あ
っ
た
。「
ス

イ
ス
館
は
木
の
枝
に
無
数
の
照
明
が

付
い
た
光
の
塔
だ
っ
た
」と
思
い
起

こ
す
。
そ
の
よ
う
な
建
物
を
ど
う

や
っ
て
作
る
の
か
、
ふ
と
思
い
浮
か

ん
だ
疑
問
が
、
建
築
士
を
目
指
す
道

の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　
同
じ
よ
う
な
感
動
を
、
若
い
世
代

に
も
伝
え
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
最

近
は
建
築
設
計
の
業
界
で
若
い
女
性

建
築
士
の
活
躍
が
目
立
ち
、
次
世
代

の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。
建
築
を
学
ぶ
大
学
生
・
高
校
生

ら
を
対
象
に
宮
事
協
が
開
催
し
て
い

る
み
や
ぎ
建
築
未
来
賞
で
も
、
女
子

学
生
・
女
子
高
校
生
の
活
発
な
提
案

が
多
い
。
将
来
を
任
せ
ら
れ
る
若
手

の
台
頭
に
、
髙
橋
氏
は
目
を
細
め
る
。

　
建
築
士
の
魅
力
に
つ
い
て
髙
橋
氏

は「
も
の
を
作
る
時
に
ゼ
ロ
か
ら
積

み
上
げ
て
い
く
仕
事
。
最
初
の
と
こ

ろ
を
担
え
る
仕
事
だ
」と
語
る
。
真
っ

2023年8月29日 
名取市から災害復興モデルハウス贈呈し感謝状受ける

2025年5月14日  叙勲伝達式後

2004年10月 新潟県中越地震　支援者宅で会議

2014年12月12日 仙台地方裁判所専門訴訟事件研究会　建築設計監理講師

白
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
絵
を
描
き
、
形

を
作
っ
て
い
く
の
が
建
築
士
の
醍
醐

味
だ
と
力
説
す
る
。

　
た
だ
し
、
建
築
士
は
そ
う
簡
単
に

な
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
事

実
。
難
関
の
１
級
建
築
士
の
資
格
取

得
は
、
試
験
に
合
格
し
た
後
に
４
年

間
の
実
務
経
験
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
資
格
取
得
が
難
し
い
割

り
に
、
医
師
や
弁
護
士
の
収
入
の
半

分
程
度
と
い
う
厳
し
い
現
実
も
あ

る
。
難
し
い
試
験
を
パ
ス
し
た
と
し

て
も
、
実
際
に
合
格
者
が
建
築
士
と

し
て
登
録
す
る
か
ど
う
か
は
別
問
題

な
の
だ
。

　
そ
れ
で
も
髙
橋
氏
は
、
建
築
士
が

資
格
に
見
合
っ
た
収
入
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
地
位
の
向
上
に
力
を
注
い
で

い
る
。
自
ら
歩
ん
で
き
た
道
の
り
も

決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
が
、
夢

を
形
に
で
き
る
建
築
士
の
魅
力
を
若

者
に
こ
う
語
り
か
け
る
。「
資
格
を

取
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
頑
張
っ
て
資
格
を
取
っ
た
先
に

は
、
夢
の
あ
る
楽
し
い
世
界
が
広

が
っ
て
い
る
」と
。
次
世
代
を
担
う

若
者
た
ち
に
希
望
を
託
す
た
め
に

も
、
髙
橋
氏
は
業
界
の
発
展
に
向
け

て
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
。
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1
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業
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歴
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7
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ハ
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ジ
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セ
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タ
ー 

入
社

1
9
7
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小
松
郁
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建
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務
所 

入
所

1
9
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6
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橋
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建
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事
務
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名
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会 

理
事
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城
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建
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務
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会
長
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方
裁
判
所 

専
門
委

員（
現
在
）

2
0
1
8
年  

宮
城
県
建
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現
在
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0
1
8
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進
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議
会 
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在
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国
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在
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4
年  

日
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建
築
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会
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合
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理
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現
在
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表
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5
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宮
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建
築
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事
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所
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会 

特
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功
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者
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0
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会 
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旧
支
援
感
謝
状

2
0
1
1
年  

日
本
建
築
士
事
務
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者
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市
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道
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